
ポリフォニーとホモフォニー 

前回は、自分に似合わず少し下

世話話を書いてしまったので、ま

たもとの真面目？話に戻したい。

ということで、まず、裏面の譜面

を見て欲しい。 

これは、先日、現代ギターのバ

ックナンバーを購入した時に見つ

けた譜面であるが、これは、まぎ

れもなくギター譜である。ピアノ

譜ではないのだ！！下段の譜面も、

へ音記号でなく、ちゃんとト音記

号になっている。ピアノ譜の下段

がト音記号になっている場合も当

然あるが、そんな先入観を捨てて

ください。これは、ギター譜なの

です！！この譜面、最初はこんな

んで弾けるか！と思っていたが、

少し慣れてくると、いつもの譜面

と同様に理解される。なおかつ、

低音の動きが明確に意識される。

これは、すごいと思う！！！ 

13 号あたりで書いた、日常の練

習方法について、現代ギター６月

号の記事にこんな記載があった。

「独奏曲のメロディ部分と伴奏部

分を別々に練習し、理解するよう

に努めているか・・・」 

正直、そんな練習方法はまずや

っていない（だから上手くならな

い！！）。時折、メロディと伴奏部

分が込み入った場合は、それぞれ

を意識して弾くが、合奏の練習の

ようにパートに分けて弾くことは

まずない（だから上手にならな

い！）。特に、BACH のフーガなん

か弾くときは、時々、中声部や低

声部が埋もれてしまうような時は、

少し意識して弾くが、３声のフー

ガの曲を、１声づつ追っかけて引

いた練習したことがない。だから、

上手にならない！！明日は、追っ

かけてみよう１声部づつ。 

 

ということで、フーガを再チャ

レンジしようと思うが、このよう

な複数の声部が絡まりながら流れ

る音楽をポリフォニー音楽といい、

歌と伴奏に分かれているような音

楽をホモフォニー音楽というのは

ご存知かと思う。面白いのは、

BACH の時代が、ポリフォニー音

楽の絶頂時代で、その後、だんだ

んと演歌的なメロディーと伴奏の

音楽に移っていく。世の中のすべ

てが、単純なものから複雑なもの

並行すると思うのだが、音楽の世

界だけは、不思議に複雑なポリフ

ォニー音楽から、単純？なホモフ

ォニー音楽へ進化？していった。

この 21世紀のきわめて進化したと

思うわれる世界の音楽は 99％単純

な？ホモフォニーの演歌の世界の

音楽で埋め尽くされている。 

BACH の時代の複雑な多声部音

楽は、現代の単純な思考回路しか

持っていない人類には受け入れら

れなくなってしまっている。この

ことを持ってしても、人類は進歩

しない生き物だと思う！！(なんて、

ちょっと視点がずれましたが) 

大学学生時代に、ギター合奏団

の指揮者という大役を仰せつかっ

ていたが、その訓練にということ

で、同時に何声部まで同時に聞け

るか試したことがある。BACH の

６声のリチェルカーレのような曲

をレコードにかけ試してみた。４

声までは楽に聞き分けることがで

きた（と思う）。そして、最終的に

は、同時に６声まで聞き分けるこ

とができた（と思う）。ただ、５声

以上を同時に聞こえるようになる

ためには、聞こうという意識その

ものを捨てなければいけないとい

うこともわかった。そうなんです、

かっこよく言えば「無」の境地に

心を持っていかなければ６声は聞

くことができない（のだ！！）。 

まあ、ギターを弾いている限り

では６声の曲を弾くことはありえ

ないので、こんな訓練は不要だろ

うが、面白いのでやってみる価値

はある（と思う）。 

「無」になりなさいとかっこよ

く言うが、この場合の実態は、い

かに真剣に集中して「ボーー」と

なるかということなのだ。私の経

験から言えば。意識を集中させず

に、逆に拡散させることに集中す

ることである（わかるかなあー）。 

 

さて、タイミングよく、BACH

のフーガがなっている。演奏して

いるのは、エンノ・フォルホルス

トというギタリストであるが、よ

く知らない人だ。きわめてわかり

やすい音楽を作っている。自分が

弾くフーガを完璧にしたらこんな

感じになるのではないかと思わせ

る演奏である。これは、褒め言葉

なのか？自分の単なる自慢なのか。

意識を拡散することに集中して考

えてみようと思う。（続く） 
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まぎれもなく BACH のフーガのギター（リュート）譜です！！ 

 

 


